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司会　皆さん、こんばんは。お茶大の比較日本学

教育研究部門長を務めております神田です。本日

は夜分にも関わりませず、多数ご参加いただきあ

りがとうございます。これから講演会を始めたい

と思います。まず、ちょっと突然ですが、これか

らいろいろ紹介をするので、そのあいだだけ講演

会の雰囲気をつくるために、可能な方はちょっと

だけビデオをオンにしていただけるとありがたい

です。こんなふうに聞いてますというかたちで講

師の先生にご覧いただけたらと思うので。無理は

しないでいいんですけど、可能なかぎりビデオオ

ンにしていただけるとありがたいです。

　本学では例年７月に国際日本学シンポジウム、

それから12月に国際日本学コンソーシアムとい

うのを開催してきましたが、今年度はコロナの影

響でいずれも中止せざるをえなくなりました。し

かし、このまま研究を止めるわけにはいかない、

何とかオンラインでもできることはないだろうか

ということで、講師の先生をお呼びして単独で講

演をしていただくという、国際日本学講演会とい

うのを立ち上げることにしました。

本日はその記念すべき第１回になります。イギ

リスの美術界でご活躍の松葉涼子先生をお呼びし

て、『英国における日本展』、副題として『大英博

物館企画展を事例として』という題目でご講演を

いただく運びとなりました。これはオンラインの

よいところでもあり強みでもあるんですけれども、

本日はイギリスと同時中継で結んで、松葉先生に

イギリスから発信をしていただいております。イ

ギリスはただいま朝の９時20分ということで、爽

やかな朝を迎えているところです。

　松葉涼子先生のご専門は江戸時代の美術や出版

文化で、イギリスの大英博物館で2017年ですか

ね、５月から８月にかけて開催され非常に話題に

なった『葛飾北斎展』とか、あるいは2019年５月

から８月まで開催された『マンガ展』という、日

本文化を紹介する数々の企画展の学芸員を務めら

れ、現在はセインズベリー日本藝術研究所でシニ

ア・デジタル・ヒューマニティーズ・オフィサー

という、日本で言うところの研究員にあたるもの

を務めておられます。まさに国際日本学講演会に

ふさわしい、海外からの視点で日本文化を見つめ

るよい機会かと思います。

　これからおよそ１時間あまり先生にご講演いた

だいた後、もうすぐに休憩なしで質問コーナーに

移りたいと思っています。わずかなあいだですけ

れども、どうぞ皆さまお楽しみいただければと思

います。それでは松葉先生、よろしくお願いいた

します。

松葉　ただ今ご紹介にあずかりましたように、今

日はイギリスから参加させていただきます。日本

で博士課程をしていたときは歌舞伎の研究をして

おりましたので、神田先生やお茶の水女子大学の

埋忠先生のご研究にはいろいろ学ぶところがあり

ましたので。このようなかたちでまたお目にかか

れて本当に嬉しく思います。今日はよろしくお願

いします。では、画面を共有させていただきます。

　今日は、大英博物館における日本美術の展覧会

と日本ギャラリーでの常設展に関して説明させて

〈第１回国際日本学講演会（2020年11月25日）講演記録〉

英国における『日本』展 
―大英博物館企画展を事例として―

セインズベリー日本藝術研究所　松　葉　涼　子
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いただきたいと思います。大英博物館はイギリス、

ロンドンの中心にありまして、2000年に少し改装

して、今スライドでご覧になってるようなグレー

トコートという、中央にある吹き抜けができまし

た。建築を担当したのはノーマン・フォースター

というイギリスの有名な建築家でしたので、建築

物として有名になり、ロンドン観光の中心にある

といってもいいでしょう。ところが現在まだイギ

リスはロックダウンの途中で、なかなか都市間の

行き来ができない状態です。私もほとんど自宅を

出ていません。なので、現在は閉館というかたち

にはなっているんですけれども、来館される方は

事前に予約をすることが必要にはなりますが、12

月２日以降はまた通常の業務していくというよう

なことを聞いてております。

もしもみなさんの中で大英博物館にいらっ

しゃったことがあるような方は、もしかしたらこ

の風景をご存じかもしれないですね。入ってすぐ

にパルテノンと呼ばれるちょっと大げさな入口が

あります。このスライドは本当に見たままで、後

で説明させていただきますけれども、漫画家の星

野之宣先生が描いたものです。

大英博物館をこのように正面の入り口から入っ

ていただいて、先ほどのグレートコートを通り抜

けて、一番最後の一番上の５階に三菱商事日本

ギャラリーがあります。三菱商事にスポンサーに

なっていただき、2000年から大英博物館でス

タートしまして、昨年ちょうど2018年の10月にふ

たたび改装オープンしました。日本ギャラリーは、

3万2,000点ほどある大英博物館日本部門のコレク

ションの中からセレクションをした作品を、常設

展というかたちで展示するスペースです。

三菱商事日本ギャラリー（2018年10月改装）

ここでご覧になられるように、常設展は最初に

入ってから古代があり、中世があり近世があり現

代というような、時間軸の流れに沿って展示して

いるところなんですが、実はここのちょうど中央

のケースに埴輪が見えると思うんですけれども、

その埴輪の横に何故か現代作家の作品を展示して

います。これには少し理由がありまして、本日は

常設展に関して、この作品を中心に、日本美術を

展示するにあたって過去と未来、未来と過去の関

係をどのように考えたらいいかというところにつ

いてを中心に説明させていただきたいと思います。

この作品は、実は日本人の作家さんなんですけ

れども、金沢美術工芸大学で陶芸を先行された後

でイギリスのロイヤル・カレッジ・オブ・アート

で勉強された細野仁美さんが作られたものです。

細野さんは現在もイギリスにいらっしゃって、ロ

ンドンにスタジオを構えていらっしゃいます。こ

の作品は「Large Feather Leaves Bowl」という作

品名がついており、大きさは46センチと書きまし

たけど、先ほどのギャラリーで見るようにやはり

大きいです。ただ、ご覧になるように非常に繊細

な作品で、１枚１枚の葉を、およそ1,000枚ほど

重ねて造形されたものになります。

細野さんのアトリエはフィンズベリー・パーク

というロンドンの北部の方にあるんですけれども、

このスライドはスタジオにお伺いし、見学させて

いただいたときの写真ですが、作者の後ろに作品
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がありますが、周囲が段ボールで覆われてるのが

分かると思います。特にここの部分ですね。段

ボールとビニールを重ね合わせて収納箱のような

かたちを作っています。実は、特にこの作品を作

るにあたって一番重要なのが水分の調整というこ

となんですね。水分を調整するために乾きすぎて

しまうと、特にこれが、焼く前の状態なんですけ

ど、焼き窯に入れるときに割れてしまうっていう

ようなことがあるので、それがなるべくないよう

に湿度調整をしていらっしゃいます。

この作品はおよそ先ほど1,000枚と言いました

が、1,000枚のいわゆるセラミックの１つ１つの

葉っぱをくっつけて、湿度調整をして、１回乾か

してまた湿度調整をしてというかたちで、およそ

８カ月ほどの時間をかけて、最後に窯で焼いて完

成というかたちになります。そのときの、特にこ

の１枚１枚の葉っぱの作り方について、細野さん

に説明していただいたビデオがあるので、ご覧に

なっていただければと思います。

（音声・映像：細野）「葉っぱなり花なり、レリー

フを作るんですね。薄い、大体薄いんですけど、

ディテールがすごい細かい。よく建物、イギリス

の建物の壁の装飾によく使われてるんですけれど

も、レリーフっていうのは。そういったかたちの

ものを、型起こしというのは型でですね、モデル

を、ネガティブを取って、そこに土を入れて取る

とモデルと同じものができるんですね。というこ

とは、何個も同じかたちをたくさん作ることがで

きるんですよ。それがスプリーム、テクニックで

すね。」

松葉　ビデオの中で説明されていたように、細野

さんはスプリンギングというテクニックを使って

いらっしゃいます。この写真は細野さん自身のス

ケッチブックです。まず本物の葉っぱを自分でス

ケッチされて、そこから型を起こしていきます。

特に、型を決めるまでに何度も試行錯誤をされて、

それで１つの型が決められたら、それから同じも

のをいくつも作っていくというような過程になり

ます。

　先ほどビデオでもご覧になっていただいたんで

すけれども、まず粘土を入れて。このようなかた

ちで何個も同じようなかたちを作っていくという

ことになります。今ここで使っていらっしゃるの

は歯医者さんが使う、点検されるようなときに歯

を引っかけるような器具があると思うんですけれ

ども、それを使って細野さん自身でカバーを巻い

て加工した特別な道具です。それを使って１つ１

つにテクスチャーをつけるんですね。つまり、線

を深くしたり、また輪郭を濃くしたりっていうよ

うなことや、あとは１枚１枚の動きを少し違える

ことで、１枚１枚の葉がまったく同じ型からでき

ていながら、それぞれ違う動きが出てくるという

ようなことを工夫されています。ここにご覧にな

られているように、やはりちょっと型そのままの

葉っぱだと少し平面的になるので、そこから実際

の動きをつけていくっていうようなところに細野

さんの独創性があるのではないかと思います。

　ただ、ここで先ほど申しましたように、大英博

物館では、皆さんもご存じかと思うんですけれど

も、縄文の火焔土器との関連で、実は日本ギャラ

リーの最初にある古代文化を紹介するスペースに

細野さんの作品を陳列しています。縄文火焔土器

は縄文時代、特に中期に作られたもので、実は大

英博物館のコレクションの中にはないんですけれ

ども、新潟県の長岡市立科学博物館より長期貸し

出しを許可いただいて、現在も細野さんのディス

プレイの近くに火焔土器をディスプレイしている

んです。縄文火焔土器については、これも後で申

し上げるんですけれども、2009年11月に漫画の

展覧会をしたときに、先ほど大英博物館のエント

ランスのところを描いていただいた漫画家の星野

之宣先生にポスターを描いていただいたのですが、

ここで縄文時代の埴輪と縄文土器っていうのを、

あとは出雲大社ですね、日本の象徴として描いた
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んです。この漫画のキャラクターの宗像教授が考

古学者だったので、それもあって。また、ここに

ポスターのところにマスクが見えると思うんです

けれども、これは大英博物館のサットン・フーの

コレクションです。ここで星野先生が描かれた縄

文土器というのは、日本で最初に新潟県の馬高遺

跡より発掘されたものなんですけれども、そのよ

うに日本の古代の１つの象徴として縄文火焔を使

われたんですね。このポスターのために星野先生

に描いていただいた原画は、現在も大英博物館に

所蔵されております。そのようなかたちで少しず

つ、大英博物館全体として、縄文火焔土器への興

味が出てきたところで、ちょうど２年後、2012年

に縄文火焔土器に関する展示をすることができま

した。ここで初めて、新潟県長岡市から縄文火焔

土器をお借りし、大英博物館で展示させていただ

きました。

　実際に新潟県の長岡市には、これはマンホール

なんですけれども、長岡の名物であるアゼリアの

花と長岡城、そして夏の長岡花火ですね。そして、

縄文火焔土器が描かれているというようなデザイ

ンになっています。いかに縄文火焔土器が長岡の

町に浸透しているかというところが分かるかと思

います。縄文火焔土器は私も直接の専門でないの

で、お詳しい方ももしかしたらこの中にいらっ

しゃるかもしれないんですけれども、少し解説さ

せていただくと、縄文時代初期、中期、後期とな

る中で、縄文火焔土器については中期にしか見ら

れなかった、しかも新潟のエリア、越後エリアで

すね、にしか発見されていないというような、非

常に特徴のあるかたちで、かつすごく短い期間の

みに作られたものです。そういう意味では縄文時

代すべてを物語る造形というには少し特徴があり

過ぎて、全体を語るということはできないかもし

れません。それでもかたちのインパクトがある故

に日本の縄文時代、そしてまた古代というものを

ある程度象徴している作品というところに大英博

物館は注目しました。

やはりかたちにインパクトがあるということが

大きいと思うんですけれども、実際の歴史から考

えると非常に短い期間で、しかも越後にしか作ら

れていないものであるということは、考えておか

なくてはいけないかなとは思います。かたちにイ

ンパクトがあり、かつ星野先生がポスターで使わ

れたように古代を象徴させるというイメージを強

く出してしまったんですね。実際の考古学の最新

の研究とどのようにバランスを取って皆さんに説

明したらいいかというところも、１つの課題にな

りました。

マンホールカバーの方は、長岡市からご寄贈い

ただいたものです。実はこのマンホールカバーも

大英博物館三菱日本ギャラリーに展示されていま

す。細野さんの作品と火焔土器、そしてこの縄文

マンホールカバーという3つの縄文火焔土器に関

する細野さんの作品が、何故縄文火焔土器に関連

するのかは、また少し後で説明させていただくの

ですけれども、そういうようなかたちで現代、古

代の作品、そして古代の作品が今現在どのように

受け取られているかということを日本ギャラリー

の中で説明することを目的として展示させていた

だいています。

それでは、特にマンホールカバーというものを、

実際の火炎土器と展示することが何故日本セク

ションにとって大事だったのかというところを、

そのときの担当の学芸員であった、本学本研究所

の研究所長でもありますニコル・ルーマニエール

先生がビデオのインタビューに答えていらっしゃ

る動画を今から見ていただけたらと思います。

（音声・映像：ルーマニエール）（英語のため省略）

松葉　このビデオの内容が英語だったので解説さ

せていただくと、先生が日本ギャラリーのコレク

ションプラクティスとおっしゃいましたように、

収蔵品を理解する方法として過去と現代のつなが

りが重要であるといわれています。大英博物館は
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実際に過去のものだけを収容させているのではな

く、日本の文化を理解するために最も必要である

と、学芸員が考えるものを中心に、現在も収集を

しています。特に、新しい作品を収集するときに

必ず大英博物館内でいくつかの段階を踏まえて判

断されます。まずはセクション内、そして日本セ

クションはアジア部に含まれているので、アジア

部の全体、そしてコレクションを管理する部門に

もう一度プレゼンをするなど、各段階を経て収蔵

されることが決定します。ニコル先生がおっ

しゃったように、大英博物館の、もしくは日本セ

クションだけではなく大英博物館全体のポリシー

として、人間を通して歴史を考えるということが

あります。その中で、特に日本セクションの収蔵

品というのは、古代から現代まで幅広く取り扱う

という点で、特にそのつながりを時間軸で捉えた

いというところがあります。

ただ、ニコル先生が特に強調しておっしゃった

のは、過去の作品から現代の作品を考えるのでは

なく、現代の作品を見ることで過去の作品とどの

ようなつながりがあったのかというところを考え

ることができるんではないか、というところです。

その１つの試みが、細野仁美さんの作品と縄文時

代の火炎土器、そしてそれを象徴としている町で

ある長岡市の取り組みというところの３点を、

ギャラリーの中で同時に展示することによって、

何らかの現代から過去の細いつながりを意識し、

日本の造形意識がどのようにつながっているかと

いうところを考えてみたいというような学芸員の

提案を実際にギャラリーでみせた展示です。

実際のところ、細野さんが縄文土器を意識して

この作品を作ったかというと、そうではありませ

ん。これは作品ができたところを見て、学芸員が

その作品の印象から火焔土器につなげているので、

これは本当に学芸員の解釈が反映されているもの

になりますが、そのような解釈を展示をもって提

案させていただくというのが、学芸員の１つの役

割だと思うんですね。１つの作品と、それに関係

していく物語を学芸員の方でつくって、それを展

示していくというようなことになります。それを

受けて、細野さんがそのような過去との関係性を

少し暗示したようなことをインタビューでおっ

しゃっているので、それもまたビデオで見ていた

だけたらと思います。

（音声・映像：細野）「何も考えずに土を触って作

り始めても、かたちができてきて、あ、このかた

ちって何かいいな、いいなって作っててこういう

かたちができて、実はこれってこのあいだ見た植

物の一部に似てるとか発見したりすることがある

んですよ。だから、自分の気づかずに深く残って

いた記憶がよみがえってくる。それをさせてくれ

るっていうのは、手だと思うんです。土を見て、

例えば木って、その表面が粗いじゃないですか。

それが何か美しいなと感じて、それをもっと誇張

させて表現の１つにしたであるとか、言ってみれ

ば、ただつねってですね、ギュッと出たその部分

が面白いからそれを例えば花の中心部に使ったり

とか。そういった土を知って、その土から発想を

得る、素材自体から発想を得るっていう部分は、

すごく日本。」

松葉　先ほど、ビデオの中で細野さんがおっ

しゃっていたところで、特に自分の手の記憶が、

例えばクレイ、土を見たときにかたちが自然にで

きてくるというようなところがある、特にこうい

うようなかたちでいいと思って作っていったら、

それが非常に自然に近かったりというような、細

野さんが通常、特にインタビューで答えられると

きに、よく、自分の手が覚えてるんですっていう、

手の記憶があるんですっていうふうにおっしゃる

んですね。そのことと、ニコル先生の解釈を少し

それに合わせて考えてみると、縄文と現代のつな

がり、古代と現代のつながりって、例えばアー

ティスト同士の直接の関係はこの場合はないんで

すけれども、古代の作家も、おそらくある時に土
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を触っていて、作家の手からそのかたちができて

くると。それが脈々と薄いつながりで現代作家の

細野仁美さんの手の記憶に響いているのかもしれ

ません。ものを作るっていう日本特有の記憶が人

と人とのつながりを通して手に残っているんでは

ないかというような、ある意味でちょっと印象的

なことを言われているので、そういうような日本

の造形意識が古代と現代でどのようにつながって

いるのかということを説明できる、１つの試みで

はなかったかというように思っています。

　次に細野仁美さんの最近の作品をご紹介します。

こちらにおみせしている「Shoka vase」は2019年

に大英博物館に所蔵されたものです。この作品は

Wedgwoodという英国の有名な陶房とのコラボ

レーションで作られた作品で、細野さんがアー

ティスト・イン・レジデンスというかたちで、陶

房に一定期間研修された時の作品です。Wedg-

woodの陶房には18世紀から続く型のアーカイブ

というのがありまして。Wedgwoodの作品も細野

さんの作品と同じように、型を起こして、それか

ら同じものを作っていってというような工程を取

るんですが、型そのものがアーカイブになって保

管されているんですね。アーカイブというか記録

というか、作品の記録になります。18世紀から続

くその型のアーカイブが英国のWedgwoodにはま

だ残っていて。それを細野さんが調査されて、そ

の１つを使って自分の作品にその模様に使った作

品が、こちらのShoka Vaseということになります。

Shokaは、日本語で「昇華する」の意味です。

　Wedgwoodの特徴的な青を使っているんですが、

この作品は大英博物館で現在どのようなかたちで

展示されているかというと、実は日本ではなく

ヨーロッパの18、19世紀のギャラリーに展示さ

れています。ここに細野さんの作品が展示されて

いるというのは、非常におもしろく、アジア、日

本、イギリス、そして現代、古代、近世が複雑な

つながりを見せる展示の仕方をしています。細野

さんのShoka Vaseの作品自体が、ここの写真の左

側にあるように、大英博物館がもともと所蔵して

いたローマ時代のカメオグラスから取っています。

これは細野さん自身がそれを意識されて作られた

ものです。実は、そのカメオグラスの情景が、18

世紀にWedgwoodの創始者であるジョサイア・

ウェッジウッドが作った作品にコピーされていま

す。この作品も大英博物館にすでに所蔵されてい

たんですね。これがそのジョサイア・ウェッジ

ウッドの作品です。ですので、このカメオグラス

とジョサイア・ウェッジウッドの作品は、もとも

とWedgwoodの方がコピーだということで知られ

ていたんですね。そして、Wedgwoodに研修に行

くことになった細野さんが、学芸員と相談し、

Wedgwoodの作品にインスパイアされたShoka 

Vaseを作るうえで、Wedgwoodのアーカイブから

型を起こして、で、Wedgwoodがもとにしたロー

マ時代のカメオグラスのかたちを作るという新た

な試みに挑戦されたものです。それは本当に過去

と、あとWedgwoodとのつながりを意識されて作

られたものです。こちらのギャラリー、展示ディ

スプレイは一応ヨーロッパのセクションにはなる

んですけれども、細野仁美さんは、日本人、日本

のアーティストだというようなかたちで紹介され

ています。

　基本的には、細野仁美さんを日本のアーティス

トとしてどう位置づけたらいいかというところも

少し難しいところがあります。日本人でありなが

らイギリスで活躍されている作家さんであるので、

そのところは割と、日本の作品だと言い切ってし

まえるかどうかといえば難しいところもあると思

います。それでもご自身は、こういうかたちで、

何故自分は人間の模様を作らなかったのか、例え

ばこれとこれ、このローマングラスとWedgwood

の作品を意識するのであれば、人をここに模様と

して入れる可能性もあったと思うんですよね。た

だ、ここで関係性を膨らますうえで自分は日本人

の作家として、機能することを試みるのであれば、

自分は人間を使わず自然の象徴というものを意識
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してデザインしたいというようなことをおっ

しゃっていられました。作家自身は日本の特徴が

何かっていうところに対して、自然への憧憬とか

自然への回帰っていうところを強調づけていらっ

しゃいます。そのような意味合いで、いろいろな

文化、いろいろな時代が重なり合って人間の営み

を考えるっていうような大英博物館のポリシーが、

非常にうまく機能して考えられたディスプレイに

なっているかと思います。

　以上のように、常設展の中ではある程度、学芸

員自身の解釈も織り込みながら、現在、過去、そ

して世界、アジア、ヨーロッパだけではなく世界

全体のつながりを意識し、そのつながりの中から

人間を考える、人間の営みを考えるというような

ことを大英博物館は目指しています。

　次に今度は常設展ではなく2019年に開催され

た国際企画展、『マンガ展』について説明させて

いただきたいと思います。先ほどは縄文土器だっ

たんですけれども、同じく縄文の作品で、土偶も

博物館のコレクションの中にあります。2009年

に『土偶展』を大英博物館の日本ギャラリーの、

少し下のところなんですけれども、日本の企画展

として『土偶展』を開催しました。

そのときに、マンガを展示すること自体は初め

てではなかったのですが、特に企画展で漫画を

使った初めての機会になりました。そこでは、土

偶が説明された漫画を、ディスプレイさせていた

だきました。先ほど、大英博物館の入り口を描い

ていただいて、そしてその漫画の縄文土器を使っ

たポスターのところでも紹介させていただいた、

漫画家の星野之宣先生が、ちょうど2009年の『土

偶展』のときにいらっしゃったんですね。中をご

覧いただいて、大英博物館のさまざまなところ、

例えば少し、隠れ扉っていうのがあったりするん

ですけれども、そういうようなところとか、あと

はスタディルームといって作品を閲覧するような

場所とか、各部門のいろいろなところを見ていた

だきました。実はそれには理由がありまして、大

英博物館と星野之宣先生で、大英博物館を舞台に

した漫画を作ろうという企画が、もうすでにその

ときにあったんですね。それの調査旅行というか、

その後で星野之宣先生が作られたのがこの『宗像

教授異考録　大英博物館の大冒険』です。

先ほど少し、そのポスターのところで申し上げ

たんですけれども、宗像教授っていうのは考古学

者でありまして、物語のあらすじについては、マ

ンガをぜひ読んでいただきたいんですが、特に大

英博物館は過去に南方熊楠が研修されたところに

なりますので、そのつながりもふまえて、考古学

の第一人者である宗像教授が日本から大英博物館

に来て講演をするところから物語は始まります。

大英博物館の作品が各国から運ばれて来ていると

いうところは、皆さんも少しご存じかもしれませ

んが、ギリシャやエジプトの関係で、作品の返還

の必要性についてはたびたび議論されるところで

す。例えば、ほかの国の中心となる、もしくはそ

れをほかの文化を象徴とする作品が大英博物館に

あっていいのか、というような疑問ですね。その

点について、明確な回答は博物館を代表して言う

ことは私の方ではできないですけれども、博物館

の１つのポリシーとして、一度収蔵されたものは

リリースすることができないというような条件が

あります。例えば返還というようなかたちにする

には、今現在は難しいところがあると思っていま

す。この『宗像教授異考録』の物語は、そのよう

な作品の返還の義務や、それに恨みを持つような

グループだったり、そういうような歴史と解釈の

それぞれの違いからぶつかり合うことがあって、

それが事件になっていくっていうような、すみま

せん、あまりあらすじを言いたくないのでぼんや

りした説明になってしまうのですが、そこから事

件が、大英博物館を舞台として繰り広げられると

いうようなかたちです。星野先生は本当に隅から

隅まで大英博物館の細かいところを描写されて、

本当に博物館に来たことがある方でしたら、どこ

がどこか分かるというようなところまですごく細
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密に描写していただきました。

その刊行を記念してというか、その刊行に合わ

せて、2009年から2010年に企画展として星野先

生のマンガ展を開催させていただいたところで、

先ほどのポスターを使いました。ここ、Object in 

Focusの意味は、文字通り、１つのオブジェクト

にフォーカスするという意味です。企画展と言い

ながらも幅広い作品を扱うのではなくて、１つの

ものを対象として、じっくり研究し、説明すると

いうような展示です。このときは、星野先生が大

英博物館を描いていただいたことも踏まえて星野

先生の作品に焦点を当てて展示しました。ただ、

通常の大英博物館の展示と大きく違うのは、『マ

ンガ展』はストーリーがあるんですよね。それを

１つずつ絵を並べてるだけでどれほどストーリー

が伝わるのかっていうところがいつも課題です。

このときは、星野先生に描いていただいた原画で、

もちろんすでに刊行されていた『宗像教授異考

録』の中の作品もありますし、この１枚の原画は、

宗像教授が大英博物館の目玉作品であるロゼッタ

ストーンになってるような絵であるとか、あとは

先ほど少し見ていただいた、大英博物館の所蔵作

品のサットン・フー、つまりアングロサクソン時

代の埋葬品として出てきたコレクションの中の、

やはり有名な作品の１つを描いていただいていて、

オリジナルの描下ろしになったものを展示させて

いただきました。

背景は、拡大のグラフィックで展示して、原画

と合わせるような工夫がされています。どちらか

というとストーリーよりも絵のインパクトを強調

した展示になったんですね。それでもできる限り

工夫はしたんですが、ストーリーを伝えるという

のはやはりスペースの問題もありますし、どのよ

うにイギリス、そして世界からくるいろいろな人

に細かいストーリーを伝えるかっていうところは、

やはりここでもまだ課題だったと思います。ただ、

『宗像教授異考録』の発売およびこちらの企画展

は非常に人気があって、博物館の内部でも注目さ

れました。その成功もあって、2015年にまた同じ

ようなObject in Focusのかたちで『マンガ展』を

開催させていただくことになります。

これが2015年の『マンガなう』の展示です。こ

のときも、やはりObject in Focusの、つまり１つ

の作品に注目して説明、解釈をするという企画で

した。この場合もスペースがやはり非常に狭いと

いうか、あまり広いところを使えないので、それ

ほどたくさんの展示をすることができなかったん

ですが、ここで目指したのは、３つの世代という

ように書いてありますけれども、ある程度若手の

漫画家、そして星野之宣先生のような今非常に活

躍されている40代、50代の漫画家の先生と、最後

本当にベテランというか、ここではちばてつや先

生に協力してもらって、３つの世代というような

かたちで漫画家および漫画、その作品を紹介する

というのがテーマとなりました。タイトルに

Three Generationsとあることでも分かるように、

ここでもストーリーを伝えるというよりも、漫画

家もしくは漫画がどの程度続いてきたかというよ

うな、作家自体に焦点を当てるような展覧会に

なっています。

ここでは、ちばてつや先生が描下ろしのイラス

トを提供してくださいました。ちばてつや先生は

『あしたのジョー』などでご存じのようにスポー

ツ漫画で有名な漫画家です。今は少し違うテーマ

の作品も描かれているんですが、やはりスポーツ

漫画が先生の得意とする分野ということもあった

ので、ここに少しイギリスのマークも見えると思

いますが、特にイギリスに関連するスポーツを描

いていただきました。先生のゴルフの漫画では、

『あした天気になあれ』という過去に出された有

名な漫画があって。それもまたゴルフですので、

その最後のシーンが、ちょうどこのイギリスで行

われている有名なゴルフ場というつながりもあっ

て、イギリスと、そして先生のスポーツ漫画とで、

過去にあった作品のゴルフっていうような、アイ

デアを重ね合わせて、このために描きおろしてい



94

松葉　涼子：英国における『日本』展

ただいた作品です。

星野之宣先生の作品は、そのときに連載されて

いた作品の中から『レインマン』の原画をディス

プレイさせていただきました。

そして最後に、若手の作家の中から中村光先生

をここでは紹介させていただきました。先生の

『聖☆おにいさん』はブッダとイエスが立川で下

宿するというような話です。それがイギリス国内、

もしくは大英博物館として展示するというときに、

そのときの館長が非常に興味を持ったんですね。

やはりストーリーの構成も面白いですし、実は中

村光先生の『聖☆おにいさん』はその時までには

フランス語、イタリア語、ドイツ語に翻訳されて

いたんですけれども、やっぱり英語圏ではキリス

ト教の影響もあって、少し踏みとどまっていたん

ですね。反応がどうなるかっていうことも、まあ

少し心配はあったんですけれども、その問題は知

る限りはありませんでした。それもあってか、昨

年『聖☆おにいさん』の第１巻の英訳本が講談社

から発売されました。

それでも、作品の展示の仕方はやはり、どうし

ても工夫しなければいけないところでした。どの

ようにストーリーを伝えて、また作家を紹介する

かというところがやはり課題としてありました。

デザインのアイデアとしては、このように立体的

な箱のようなものに原画作品を配置して、入って

きてからすぐすべての原画作品が見える。その横

に、特にちばてつや先生の場合は『あした天気に

なあれ』の拡大でパネルとして原画を拡大して、

その吹き出しの中に英訳を入れた、つまりデジタ

ルコピーを両側に配置するというようなかたちで

展示しています。作品と原画というのを並べて、

原画の力、作家先生の線の力や色遣いというよう

なところを鑑賞していただくことを目的とした工

夫がされています。

それでもやはり、まだまだ見にくいところがあ

るんですね。特にここで難しかったのは、作品の

読む順番、コマの読み進め方です。もちろんもう

すでにイギリスでの若い世代は漫画に非常に親し

んでいるので読み方には問題はないんですけれど

も、それでも例えば大英博物館のメンバーは60代

以上の方々が多い中で、漫画をどのように読むか

というところ、リテラシーがそれほど高くはあり

ません。その中でこのような展示をしたときに、

一番問題となって、観覧者の方によく聞かれたの

は、どこからどう読むのか、どういう順番で読む

のかというようなところでした。少し複雑なコマ

割りになったりすると、どこにどう行って読み進

めたらいいか分からないというようなことも1つ

課題として残りました。

ここは狭いスペースだったんですけれども、こ

こでどのように漫画が作られたのか、特に中村光

先生の場合はすでにデジタルでもやられていたの

で、デジタルの作画風景であったり、漫画ってい

うのは実際にどのようなものなのか、雑誌なのか

単行本なのかっていうところでもまた印象が違う

んで、実際の媒体物に触れていただくというよう

なことも、この展示で試みたところです。

おかげさまで10万以上の来館者を数えること

ができました。2009年からはじまった大英博物

館と星野先生の展覧会、そして2015年のこちらの

『マンガなう』の展覧会の成果が昨年の2019年の

『マンガ展』開催につながっていったと言えると

思います。

そのようにして2019年には『The Citi Exhibition 

マンガ展』が開催されました。この展示は、今ま

での課題ですね、特に物語をどう伝えたらいいの

かというのと、あと漫画の歴史をどのように伝え

たらいいのか、漫画の読み方をどのように伝えた

らいいのか。企画展でしたので、今までよりかな

り広いスペースも使えるということもあって、ど

のように課題に取り組めばいいかというようなこ

とを考えながら、2017年の３月からプロジェク

トがスタートしました。
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特に私は、先ほどご紹介いただいたように近世

文化史が専門でいますので、そこで考えなければ

いけなかったのは、大英博物館のコレクションを

どのように生かして『マンガ展』につなげるかっ

ていうところなんです。大英博物館の収蔵品とい

うのはほぼ６割が近世のものになります。あわせ

て、『マンガ展』を何故大英博物館でやるのか。

特に、初めてのプロジェクトでわれわれ学芸員が

館長にプレゼンをする機会があるんですけれども、

館長からは、「何故漫画を大英博物館でやるん

だ」っていうようなことをまず最初に言われたん

ですね。その「何故」の部分で必ず考えなければ

いけないのが、先ほど細野さんの作品の紹介で

言ったように、過去と現代、もしくは現代と過去

のつながりをどのように表現するのかというとこ

ろが、大英博物館の展示として非常に強調したい

ところなんですね。それはまた、大英博物館の収

蔵作品を生かすというようなところにもつながる

と思います。

ただ、漫画っていうものの始まりっていうこと

は、また少し別の機会になってしまうとは思うん

ですけれども、近代と近世とのいわゆる漫画文化、

つまり大衆文化のつながりが非常に分断されてい

るものであったので、そのつながりをどのように

綺麗に説明したらいいのかっていうところは、ま

だいまだにちょっと疑問があって。１つの試みと

しては、例えば大友克洋先生なんかは、すでに江

戸の浮世絵作品を見てるっていうようなことを

おっしゃっていたので、先ほどの細野さんの試み

と同じようなかたちなんですが、つまりかたちの

似ているようなところ、そこがインスパイアされ

ているようなものを両隣に展示したりであるとか。

あとは、これは作品の展示というよりもカタログ

の方に使わせていただいたんですけれども、「そ

のころの江戸はこうだった」っていうのをギャグ

漫画の大家である赤塚不二夫先生が描いていらっ

しゃいます。赤塚不二夫先生の作品はこのように

ウナギイヌであったりとか、いわゆるギャグマン

ガとして紹介させていただいたんですけれども、

この作品は何が面白いかというと、異時同図とい

うか、１つの画面にいろんなシーンがあると。そ

れは1980年代まで続いていた漫景というような

表現方法であったりするんですけれども、そうい

うものというのは江戸時代の浮世絵の中にもつな

がっているんじゃないかなというような、ただ、

正直にいうと少し苦しかったですね。ただ、表現

同士のつながりだと歴史上の意義を説明するのが

難しかったです。

表現のつながりというよりも、ちょっとこの次

に見ていただく手塚治虫先生のことを少しヒント

にして考えました。

（音声・映像：手塚治虫）「私も鳥獣戯画を全部見

たのは、昭和30年、つまり戦争が終わってですね、

私が漫画家になってしまってから、岩波文庫とい

う本で鳥獣戯画の特集があって、それで全部初め

て知ったんです。それでいわゆるものすごいカル

チャーショックが起きましてね。それと同時に、

その絵を見ていくとですね、もう、一体今まで漫

画っていうのはどのぐらい進歩したもんだろうと。
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ちっとも変わってないじゃないかというね、こと。

つまり、何百年か前にもう全部やられてしまっ

たっていうね、打撃を受けたんです。今、一番よ

く分かるのはね、ウサギもカエルも、それからサ

ルもみんな同じ大きさで描かれてるんです。これ

はつまり誇張ですよ。それと、大体ウサギとかカ

エルとかっていうのがリアルに動物の姿勢のまま

描かれてるんですけど、例えばウサギが拍手する

とかカエルが手を伸ばすなんていう動作はできま

せんよね。それを、その動作をいかにも人間のよ

うにやらせてるという、変形がありますよね。そ

れと、省略が非常に進んでる。毛なんかもう1本

の線でサッと描いてる。省略と変形と誇張ですね、

これはつまり漫画の３つの要素なんですね。これ

をそのまま、もうつまり鳥獣戯画に当てはまるわ

けなんです。一番現代的な漫画のお手本みたいな

もんですね。」（NHK「日曜美術館」より「私と

鳥獣戯画」1982年）

松葉　ここで鳥獣戯画との関連を、手塚治虫先生

が説明されています。先生自身も鳥獣戯画のオ

マージュのような作品も描かれています。過去と

現代で見た場合に、大半の人が、現代が過去を踏

襲、つまり過去から現在へとつなげているという

か。そこで、いわゆる今の漫画文化と、例えば絵

巻物だったり浮世絵文化っていうものはまったく

違う成立の背景があって、もちろん漫画の方は西

洋の影響も受けながら存在してきているので、そ

れぞれの発生段階は必ず何かしらの分断がありま

すし、直接的につなげられるものではないことは

承知しています。それでも漫画を見た、知ってい

る私たちが過去のものを見たときに、漫画的要素、

今手塚先生がおっしゃったように、現代から過去

を見たときに、過去の作品に漫画的要素、漫画に

つながる表現方法が見つけられるっていうような

文脈で、もう少し過去とのつながりを考えなおせ

るのではないかと思いました。それが、この展覧

会の中で過去と現代のつながりを説明するところ

で試みたことです。2019年はちょうど手塚治虫先

生の没後30年になります。その時に『マンガ展』

が行われたわけなんですけれども、大英博物館の

収蔵作品の中で、例えばこの葛飾北斎の作品なん

ですが、これは『椿説弓張月』という、いわゆる

大衆小説と言っていいのかどうか分かりませんが、

近世の非常に有名になった小説の中の挿絵の1つ

を、北斎が版元の注文を受けて描いた絵画作品で

す。この作品は1811年に作られたものなんですけ

れども、ちょうど北斎が1849年に90歳で亡くなる

んですが、その約30年後、81年にもうすでに大英

博物館にコレクションとして収蔵されることにな

りました。そのようなことを考えると、大英博物

館が基本的に過去のものだけを収集してきたわけ

ではなく、そのときそのときで各学芸員が最も日

本の文化、日本のいわゆる人間の営みですね、が

分かるような文化の潮流っていうものを考えなが

ら収集してきていることを考えれば、漫画自体が

大英博物館に収集されたり、もしくは『マンガ展』

のような企画展で紹介され展示されるっていうこ

とは、作品理解、もしくは作品収集の流れから考

えてもそれほどおかしいことではないと思うんで

すね。

　そのようなかたちで、現代から過去を考えたり、

あとは大英博物館の収集の歴史っていうようなこ

とを踏まえつつ、特にイギリスで、イギリスの観

客に漫画を紹介するにはどうしたらいいかってい

うところを１つの目標として、漫画を知らなかっ

た人が展覧会場を抜けると漫画というものが読め

るようになる、っていうところを軸とした企画展

の構成を考えようということになりました。

　この次のスライドは、多分おそらく画面上では

ほとんど細かい字は見えないと思うんですけれど

も、文化庁の支援で明治大学の森川嘉一郎先生が

視察にいらしたときにまとめていただいた展示の

見取り図というか、地図ですね。ご覧になったよ

うに、展覧会会場というのは非常に細長いかたち

をしています。ここから少し、お時間の方あと10
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分ぐらいいただきまして、その展示会の会場と、

どのように展覧会の構成を分けてそのような漫画

を読めるようになるっていう目標を達成できる

かっていうような意味で説明させていただきたい

と思います。できたら、質疑のときにでも、皆さ

まにほかにどのようなアイデアがあるか、ここの

部分は特にお聞きしたいところではありますね。

今でもこういうふうにできたんじゃないかってい

うようなアイデアがどんどん出てきているのも正

直なところです。

特に最初のフォイヤー、ここはチケットを買っ

たお客さまが展覧会場に入っていかれるところな

んですけど、ここで特に何をやったかというと、

『Alice in the Wonderland』はイギリスのルイス・

キャロルが原作で、本文に絵のない本は読まない

というような一節があります。特にアリスは、日

本語だけでも400種類翻訳されており、その中に

は、菊池寛や芥川龍之介もいて、日本語のストー

リーとしていわゆる翻案されてることもある作品

であり、あとは漫画でもキャラクターとしてよく

取られているというところがあります。それで、

導入部にアリスを題材として持ってきたわけです。

『不思議の国のアリス』ってアリスがウサギ穴を

通り抜けていくんですよね。つまり、漫画の世界

に入っていくよっていうようなアイデアで、フォ

イヤーの入り口からウサギ穴を通って入り込むと

いうようなグラフィックパネルを作りました。あ

と、ここで展示させているのは先ほどの星野之宣

先生の『アリス』で、アリスを題材に取った漫画

の原画を最初に展示しています。

展覧会入り口（写真提供：セインズベリー日本藝
術研究所）

展覧会中で、実は私たちのために描下ろしの

キャラクターを、漫画家のこうの史代先生に描い

ていただいて。これは本当に大英博物館のために

描いていただいたものです。このアリスのウサギ

からですね、だんだん着替えていってというか、

キャラクターになっていくと。これはミミちゃん

といって、こうの史代先生の『ギガタウン』とい

う作品の中に登場するキャラクターです。

そのようなかたちで導入部分があった中で入っ

ていくと、ゾーン１の「The art of manga」があり

ます。ここでは、漫画の、読む、描く、作るとい

う３つの工程について説明しています。写真では

少し見にくくなって申し訳ないんですけれども、

最初に先ほどのこうの文代先生の『ギガタウン』

を紹介しました。『ギガタウン』は漫画の漫符を

漫画で説明した作品です。漫符というのは例えば

その記号がその感情を表しています。例えばビッ

クリマークなんかは非常に有名なんですけれども、

例えば渦巻きがあったときに何かをひらめくとか、

あとは何かを考えているとか、記号そのものが登

場人物の感情を表すっていう、その漫符それぞれ

をギガタウン、つまり鳥獣戯画、先ほど紹介した

鳥獣戯画のキャラクターを用いながら説明したっ

ていうような作品ですので、それは本当にわれわ

れの展覧会にとっても重要な切り口だったので、

先ほどミミちゃんに展覧会場のマスコットになっ

ていただいたように、この展示の始まりに大変意
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味のある作品でした。漫画をどのように読むかと

いうところで漫符を紹介したり、あとは右から左

に読むとか、コマの進め方っていうところを説明

してます。ちょうどその『ギガタウン』の前に、

ちょうど正面ですね、先ほど紹介した手塚先生の

『鳥獣戯画』についてのインタビューだったりを、

ちょうど対照するかたちで展示しました。

ここでは、「漫画を描く」として、東村アキコ

先生の『漫勉』というNHKの作品ですでに収録

されたものを使わせていただいたり、どのように

漫画家が漫画を描いているのかというところと、

あと原画を複数並べる。これはさいとうたかを先

生のものなんですけれども、いわゆる男性の作品、

そして女性作家の作品というようなところを対比

させながら展示しました。この最後のちょっと見

にくいんですけれども、紙のファイルが並べてあ

るところは、ちょうど裏側にビデオがあって、漫

画を出版されている編集者の方々のインタビュー

も入れさせていただきました。

次に、ゾーン２というのが過去と現代のつなが

り、そして近世の大衆文化からいわゆる近代漫画

の始まりというかたちで、例えば北沢楽天の時事

漫画であったり、西洋の影響として、例えば

チャールズ・ワーグマンの『ジャパン・パンチ』

であったり、明治の始まりから20世紀の初めにか

けて漫画文化がどのように成立していったかとい

うようなことを説明しています。ただ、近代漫画

の成立というところで一番語られないといけない

のは手塚治虫の作品で、手塚治虫の作品がどのよ

うに長編漫画を作っていったのかということも説

明しています。そして、また少女漫画の作り方で

あるとか、ここでも萩尾望都先生の作品であった

り、あとは、少しこの向こう側に見えるのが、先

ほどお見せした歌川国芳のクジラの絵と大友克洋

先生の、過去と現代の作品の対比によって、大衆

文化の現在、過去を考えるというような内容に

なっています。

「Drawing on the past」っていう題名になってる

んですけど、過去から学ぶっていうようなことで

すね。そういうような、時代のつながりを意識し

たところがゾーン２です。

ゾーン２に行く前に、ちょっと真ん中に、先ほ

どの「まんがナウ」の展示でも申し上げましたけ

ど、漫画をやはり手に取って見ることが必要だと

いうことで、本屋さん、本当に本屋さんって言っ

てるんですけど、いわゆる本を手に取って見られ

るスペースをつくりました。この裏側にはちょう

どいろいろな出版社の方が送ってくださった漫画

を陳列しています。少し見にくいんですが、この

部分は今はなくなってしまったんですけれど、神

保町にありました漫画専門の高岡書店というとこ

ろの写真を撮って、臨場感のあるかたちで、書店

の中を体験していただきたいと思いつくりました。

その両側に『進撃の巨人』の巨人の頭なんですが、

講談社からお借りしたものがあったり、このス

ペースを少し、いわゆる体験型というか、観覧者

の方に何かしら漫画の体験をしていただくという

スペースをあいだにいれています。その後に三番

目のテーマである「Manga for everyone」のゾー

ンがあります。ここでは、漫画は子どもの文化だ

けではないことを説明します。いわゆる英国で特

にcartoonって言うと子どもたちの作品だってい

う印象があるので、そうではなく、いろんなジャ

ンルのいろんな作品があって、例えば宗教であっ

たりとか、あとはここでは社会的な題材を扱った

漫画、ここではいろいろな恋愛の形があるという

ことで、いわゆるボーイズラブ、『風と木の詩』

の竹宮惠子先生の作品であるとか、あと『弟の夫』

ですね。これは『きのう何食べた？』で、ゲイの

カップルが社会の問題というよりも、特に人生観

というか、社会との関連の中でどのように自分た

ちを位置づけるか、もしくは、あとはだんだんと

年を取っていく中でどう食生活や周囲の状況がか

わっていくか、など非常にリアリティがある物語

設定になっています。もちろん作品を見ていただ

いた方が早いんですけれども、社会的な恋愛のダ
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イバーシティ、あとはセクシャルマイノリティの

ことなどを、ここの部分で説明させていただくこ

とを目指しました。あとは歴史であるとかですね。

どのように歴史が漫画の中で描かれているか。

４番目の、「Power of manga」というセクション

は、漫画が日本の社会にどのように浸透している

かということを展示しています。例えばこれは京

都市の交通局のポスターだったり、あとは外務省

が発行した啓蒙ポスターにさいとうたかを先生の

『ゴルゴ13』が使われてたり、あとはJRのポスター

に漫画が使われてたりっていうようなことを紹介

しました。それとコミケですね。同人誌のアマ

チュア作家の活動がどのように漫画文化、漫画の

広がりを支えているのかっていうようなことです。

続いてゾーン５なんですけれども、「Power of 

line」という題名になります。展覧会場は長方形

で壁が真っすぐになっているのでここをどうにか

生かしたいということで、壁をつかった作品の展

示をこころみたセクションです。特に、早稲田大

学演劇博物館からお借りしました、この1880年

の、浮世絵師の河鍋暁斎の歌舞伎、『妖怪引幕』

を展示しています。これは暁斎が１日で、４時間

かけて、お酒の瓶を２つ空けて、10時にスタジオ

に入って、そこで本当に、いわゆるライブドロー

イングなんですけど、４時間をかけて描いたって

いうような、妖怪とその妖怪の顔をそのときの歌

舞伎の役者の顔に見立てたという。９代目團十郎

であったり５代目菊五郎であったりっていう、本

当の歌舞伎の役者を妖怪に見立てて描いた作品で

す。これをどうしても、過去と現代、もしくはい

わゆる線の力ですね。あとはキャラクターが本当

に浮き出してくるような描写の仕方を『マンガ

展』で使いたいという企画が当初からありました。

しかしながら、それがどうしてもインパクトがあ

るので、『マンガ展』という意味では他の漫画作

品を圧倒してしまうのは非常にもったいないと思

いました。有機的に現代作品とつながったような

見せ方が必要な工夫だったので、それで、原画と

原画の大きさを引幕に合わせて引き延ばしたもの

を展示したのがゾーン５です。

最後に、ゾーン６の方は、漫画文化が美術にど

う表れているかとか、例えばアニメであったり、

あとは『ポケモン』ですね、アニメ、ゲームと漫

画のつながりにも触れる必要がありました。ちょ

うどこのスライドには先ほど紹介した細野仁美さ

ん展示のために作っていただいた作品がみえます。

漫画っていうのはストーリーがある媒体で、セラ

ミックでそのストーリーをつくれないかというこ

とを考えてくださって。岐阜から来た粘土がいろ

んな建物にかたちを変えて、ちょうどビザがない

ので不法侵入になって、最後トイレになって流れ

てしまうというような作品をセラミックで作って

いただきました。少しここではお見せできないん

ですけれども、ジブリの作品であったり、あと井

上雄彦先生にこのために描いていただいた漫画

『リアル』からの描下ろしの作品を展示させてい

ただきました。

最後に「Manga me」というかたちで、こうい

うような、いわゆる自分が漫画になるっていうス

ペースです。そのようにして全体をみると、やは

りちょっと、１つ１つの課題として、どのように

ストーリーを伝えたらいいのかっていうところま

では、今のところでまだまだ伝えきれなかったと

ころがあるんではないかなと思っています。あと

やはり、作品をどういうふうに選択していったら

いいかというところは、非常に難しくて。数ある、

本当にたくさんの大事な作品の中で、大英博物館

としてどれを選んだらいいのかっていうところで、

その後の評価も、その作品に対する評価も変わっ

てくることもあると思いますし、その作品の選定

については本当に時間をかけて考えてはいたんで

すが、やはり全体を網羅するという中では、今の

ようなセクションごとのそれぞれの構成の中で、

どれを選んでどれを切らなきゃいけないかってい

う判断が本当に難しかったです。これはおそらく

100点満点の結果ではもちろんないですし、いろ
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いろな漏れや、例えばいろいろな社会問題にして

も、まだまだきちんと説明できないところがあっ

たと思います。

一番私たちが考えなければいけなかったのは、

漫画をどういうふうに読むかということで。実は、

セクション１のところからセクション６にかけて、

いろいろなさまざまなかたちの漫画があるという

ことと、もちろん漫画の読み方というところを最

初に説明したうえで、まずは漫画の多様性、そし

て漫画が過去から現在にどのようにつながるかと

いうことと、あとは、その漫画を支える文化がま

だ、漫画がどのように文化として支えられてきた

か。あとは、そのような漫画の普及の結果として、

美術やアニメ、ゲームといったメディアミックス

と言いますけれども、違うメディアでの、広がり

のあり方っていうところを説明することを目的と

して、大英博物館の展示とさせていただきました。

ちょうど今、私、フライヤーをそのまま持って

きてしまってすみませんが、日本語版が日本で発

売されたところなので、残念ながら展覧会の作品

とまったく対応して図録ができているわけではな

く、それぞれの代表的な作品を選んで、また代表

的なセクションのテーマに沿ったエッセイを収録

してカタログとさせていただいたものです。今日、

ちょっと全部お見せできなかったところなどは、

もし書店にあれば、もしくは図書館にあれば見て

いただけたらと思います。

すいません、少し長くなりましたが、以上で私

の発表を終わらせていただきたいと思います。

司会　ありがとうございました。非常に充実した

講演を、本当にありがとうございました。お聞き

の皆さんの中でもですね、いろいろ聞きたいって

いうこともあると思いますので（画面上に拍手

マークがたくさん出る）拍手をいっぱい頂いて。

オンラインなんでなかなか拍手ができないですけ

ど、沸き起こっているという感じなんですけど。

まだ少々時間ありますので、質問をいくつか受け

つけたいと思うんですけれども。いかがでしょう

か。なかなかこれ、オンラインでミュートを外し

て喋りだすっていうのは勇気がいるかもしれない

んですけれども。

質問者１　今日はありがとうございました。今

回の2019年の漫画の展示について少し、前から

ちょっと気になっていた点があってお聞きしたい

と思ったのですけど。今回は漫画のストーリーに

焦点を置いてご説明されてたし、展示も企画され

てたと思います。そこに関してなんですけど、結

構オリエンタリズムみたいな、オリエンタリズム

の視点って大英博物館ってどう、他民族に対する

視点っていうのはどういうふうに大英博物館って

持ってるのかなっていうのがすごい気になってい

ます。

　何でかっていうと、この2019年の『マンガ展』

のヘッダーが、『ゴールデンカムイ』のアシリパ

さんだったと思うんですけど、その『ゴールデン

カムイ』の漫画っていうのは結構アイヌ民族を今

までとは違った視点から、ただ蹂躙されるだけ

じゃなくて自然の知識を生かして日本軍と戦う強

いアイヌ像っていうのを作者の方が意識されて描

いてると聞いたことがあって。大英博物館って

やっぱり、先ほども展示を返す返さないの話が

あったとおり、結構侵略とかの歴史をどうしても

繰り返していた面はあると思うんですけど、そう

いう他民族に対する捉え方っていうのは、『マン

ガ展』とかで意識されたのかなっていうのは、

ちょっと気になってお聞きしたかったです。

松葉　まず、前に実は話したので、今回ちょっと

割愛させていただいたんですけども、何故アシリ

パさんに決定したのかというところを少し話させ

ていただくと、実は、大英博物館のポスターって

いうのはコードが決まってるんですね。まず企画

展は絶対に黒、常設展は白。なので、黒バックグ

ラウンドというのはもうすでに決まっているコー

ドなんです。それで、そのデザインっていうのは

キュレーターが選ぶのではなく、大英博物館は非
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常に大きな機関なので、学芸部は企画案を考えま

すけれども、ほかの部門、例えばマーケティング、

プレス、または教育部というように、どのように

かみ砕いて一般の人に伝えていったらいいかって

いうことを助ける部門があります。そのポスター

に関しては主としてマーケティング部が担当しま

した。

『ゴールデンカムイ』は私たちは絶対に使いた

いと思っていたんです、もうそのときから。何故

決まっていたかというと、大英博物館には1880年

代に所蔵されたアイヌの作品があります。今先ほ

ど見ていただいた日本ギャラリーのところにもア

イヌの作品を展示しておりまして、アイヌ作品と

いうのは、非常に難しい解釈があると思っていま

す。オリエンタリズムと言われましたけれども、

例えば indigenous peopleいわゆる原住民の文化の

展示にはまださまざまな課題があると思います。

アイヌの人たちにとっての日本との関わりが、ま

ず直線的ではないですよね。中央からみた日本人

としてアイヌを扱っていいのかっていうような問

題もあるんです。ディスプレイの方法として課題

として残ってはいるんですが、大英博物館の所蔵

作品でやはりアイヌ文化は非常に大事なところが

あります。そこから、やはり『ゴールデンカムイ』

に関しては以前から興味を持っていたんですね。

実は、その『ゴールデンカムイ』の作者の方とも

執筆の上で交流されている、アイヌの作家貝澤徹

先生にも博物館とはすでに交流がありました。実

は貝澤先生を通して『ゴールデンカムイ』を知っ

たんですね。貝澤徹先生の作品も大英博物館に

ディスプレイされています。『マンガ展』の始ま

る前から、アイヌと大英博物館日本セクションと

の関わり合いは非常に深いものであったといえる

と思います。

　それをきっかけとして、『ゴールデンカムイ』

を使うことはすでに決まってはいたんですが、そ

のときマーケティング部に私たちが出したのは、

『ゴールデンカムイ』だけではなく、ほかのおそ

らく代表的となる作品であろう、例えば『スラム

ダンク』とか、ほかに可能性のある作品を10点ぐ

らい出したんです。ただ、バックグラウンドが

黒っていうところが決まっているので、それに合

うデザインをデザイン部が勝手に選んだんですね。

勝手にというか、まあランダムに選んで。それが

アシリパさんだったんです。なので、実はポス

ターになった理由というのは、もちろんアイヌ文

化と大英博物館の所蔵作品とこれまでの関係性も

ありながらも、本当にデザイナーが純粋にデザイ

ンとして選んだものだったんですね。ただ、それ

をデザイナーが持ってきたときに、学芸員がもち

ろん検討します。そのときにまず主人公が女性で

あること、イギリスで有名な日本の漫画作品とい

うのが『ドラゴンボール』であるとかほとんど少

年漫画だったんですね。少女漫画っていうのがあ

まり翻訳されて英語圏に伝わってなかったってい

う問題があって、少女漫画があんまり漫画として

位置づけられてなかったんです。『ゴールデンカ

ムイ』は少女漫画ではありませんが、主人公が女

性っていうことがすごくよかった。もちろん、大

英博物館の所蔵作品やアイヌ文化への意識を強調

するうえでも、『ゴールデンカムイ』の主人公は

よかったんですね。

　ただ、オリエンタリズムの問題で言うと、でき

れば日本の声を大事にしたいっていうものを、大

英博物館は非常に意識しています。ですので、私

のような日本人のキュレーターを必ずチームに入

れるであるとか、あとは必ず日本サイドからスー

パーバイザーになるような機関、この場合は例え

ば国立新美術館であったり、社団法人の漫画アニ

メ展示促進機構という機関が日本で活動されてい

らっしゃって、私たちの展覧会をすごく支えてく

ださったんですね。ですので、できるだけ西洋か

ら見た日本っていう見方を、そこから離れたかた

ちで日本を紹介するっていうような立場を大英博

物館としては取っているかたちになります。

質問者１　ありがとうございます。キュレーター
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の方だけじゃなくて、スーパーバイザーだったり

とかマーケティングの方と一緒に決めるというの

を初めて聞いたので、すごく興味深かったです。

司会　それでは、あとお一方ぐらい質問を受けつ

けたいと思いますけれども、いかがでしょうか。

質問者２　質問よろしいでしょうか。お話しで

きる範囲で構わないのですが、漫画家さんでした

りとか出版社さんとどのようなやり取りがあった

のかを教えていただきたいです。

松葉　もちろん、全員の作家さんに会うことはで

きなかったんですけれども、例えば代表となる作

品、私たちの方でこの作品を中心にしてこのセク

ションを立てたい作家の先生には先ほどの社団法

人漫画アニメ展示促進機構の繋がりを通して面会

させていただいた作家の先生もいらっしゃいます。

あと文化庁の方である程度予算をつけて日本に

ある漫画展示を進めているような機関のキュレー

ター同士のネットワーク構築を促進してるような

プロジェクトがあるんですね。そのような日本国

内のネットワークと共同しながら、できるだけ作

家さんには会うようにしました。

　もちろん出版社と作家さんとの関わり合いも非

常に深いので、それは本当に作家さんによります。

例えば、１つの作品は、もう出版社にお任せして

いる作家さんにとっては、私たちがやり取りする

のは作家さん直接ではなく出版社であったり、ま

た、例えば赤塚不二夫先生のような作品は、もう

すでに娘である赤塚りえ子さんがプロダクション

として管理されているので、そのようなかたちで

ある場合は、作家というか作家関係者に直接お願

いしてやるとか、その作家さんによってわれわれ

の関係性は違いました。できるだけお話しを聞き

ながら、どの作品を選んだらいいかというような、

どのページを選んだらいいかというようなことも

含めて相談させていただいた作家さんもいらっ

しゃいます。もちろん、すべての作家さんにその

ような直接の対話があったわけではないんですけ

れども、できるだけそのようにさせていただきま

した。

司会　それでは、話も尽きないと思いますけれど

も、講演会としてはお時間となりましたのでこれ

で終わりたいと思います。今一度、松葉先生に拍

手をお願いします。ありがとうございました。

　それでは皆さま、どうしても質問したいという

方は、講演会としてはここで終わりますけれども、

あと少しだけお残りいただければ、２～３の質問

は受けつけられるかなと思います。

松葉　ちょっと告知なのですが、勤務先のイース

トアングリア大学で本年度から学際日本学部とい

う新しい修士課程が始まりました。これは国際的

な日本文化を多様な視点から考えるということで、

もしイギリスで修士課程を、日本学、特に幅広い

視野で日本学を研究したいということをもし考え

ておられるような方がいらっしゃいましたら、

ちょうど今オープンキャンパスというか、まあ

バーチャルなのでオンラインで参加できるんです

けれども、オンラインのオープンキャンパスとい

うものをしておりますので、もし興味がある方は

参加していただけたらと思います。

司会　すいません、告知の時間もちゃんと取れば

よかった。

松葉　いいえ。もしお茶の水女子大学の学生の方

で興味があったら、ぜひまた私の方にでも直接聞

いていただけたらと思います。

司会　それでは、何か学生さんから質問したいっ

ていうのがありましたら、ミュートを外して喋り

だしていただいて大丈夫です。

質問者３　今回はご講演ありがとうございまし

た。以前の『マンガ展』で、宗像教授の作品を扱

われたのはどのような理由があるのか気になった

ので、教えていただけますか。

松葉　本当に説明が難しいんですけれども、先ほ

ど、その『マンガ展』の主任学芸員であるニコル・

ルーマニエール先生、先ほど縄文のマンホールの

ところでビデオに登場してくださった先生です。

ご専門は日本の陶磁器を研究されてるんですが、
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ちょうどその前に考古学をやられてたんですね。

日本で、留学されていたときに慶応義塾大学にい

らっしゃったときに、星野先生の作品を何本か読

んで、そこから非常にファンになられて。星野之

宣先生か諸星大二郎の作品が大変お好きだったん

ですね。で、それで全部イギリスに持ってきて、

みんな読みました。そのような経緯があり、また

いいご縁もあって星野先生にイギリスに来ていた

だくことになりました。

　でも、難しかったのは、連載作家さんは本当に

忙しくて。イギリスまで来るっていうことがすご

く大変なんですね。ちょうどそのスケジュールの

合間がつながって、2009年の夏に来ていただい

たのがきっかけです。まず来ていただいて話をし

て、大英博物館を見て、小学館がプロデュースを

したかたちで、宗像教授の大英博物館編が出版さ

れました。

　もちろん、宗像教授のシリーズというのは大英

博物館が始まるまでにすでにあったので、われわ

れとしてはその主人公を借りてきて、それを大英

博物館の舞台にしたっていうようなかたちになる

んですけれども、小学館と大英博物館の共同制作

で行われたというのが、本当に私たちの『マンガ

展』への第一歩というかたちになります。

質問者３　ありがとうございます。気になった

んですけれども、当時のポスターの美術品の

数々って星野先生が実際描かれたものなんですか

ね。

松葉　ポスターというのは『マンガ展』のポス

ターですか。

質問者３　そうです。

松葉　『マンガ展』のその宗像教授のポスターは

星野先生に実際に描いていただいたもので、今も

星野先生が大英博物館のために描いていただいた

ものは、コレクションとして収蔵されています。

質問者３　ありがとうございます。大変参考に

なりました。

司会　ほかにいかがですか。大丈夫ですかね。

じゃあ、時間も８時になりましたんで、本当にご

多忙の中、面白い時間と空間というか、文化のこ

とを考えさせられるいい講演会だったと思います。

あらためてありがとうございます。

松葉　喋るのだんだん慣れてきたんですけど、ま

だ少しZoomでお話しするのは不思議な感じはし

ます。ぜひ今後も、先ほど私たち申し上げたよう

に修士課程も始まりましたし、大学同士の交流も

また何らかのかたちであればと思います。私たち

の修士課程は今年９月から始まったばかりで、今

８人の修士課程の学生がいます。いろんな分野か

ら日本文化を研究されてる学生がいるので、ぜひ

将来もまた何らかの形で交流できる機会があれば

と思います。（終了）

講演者：松葉涼子（イギリス　セインズベリー

　　　　日本藝術研究所）

司会：神田由築（お茶の水女子大学教授）


